
「研究主任がリードする“タイ”でつなぐ校内研修の取組」
観点Ⅲー１０，１１，１２

佐伯市立上堅田小学校
児童数221名学級数10

目
的

研究主任が各世代の教員の思いを生かした校内研修を行うことで、校内研修を活性化させ、学
校全体の授業改善に繋げる。

研究主任が各教員の“タイ”をつなぎ、受け“タイ”校内研修を実施する。

取
組
内
容

成
果

・教員が校内研修を自分ごとと捉え、主体的に参加するようになってきている。
・生き生きと授業を行う教師の姿、主体的に授業に向かう児童の姿が見られるようになってきた。
(児童アンケート「自分でめあてや方法を決めて学習に取り組むことができる」R6 83.7%→R7 86.0%)

研究主任
（ミドルリーダー）

ベテラン・
同世代教員

若手教職員

○手本や授業を若手に見せる用意がある。
（見せ“タイ”、伝え“タイ”）

○先輩教員の授業・手本を見て勉強し“タイ”。
○こんな研修がし“タイ”、受け“タイ”。

・学校の教育目標を具現化するための研究テーマ設定
・理論研修と実践研修のバランスを考えた研修の実施
・研修内容をロイロノートで共有できるシステムの構築
・夏季休業中は他校の授業づくり研修へ積極的な
参加を促す

“タイ”を生み出す

・研究の基本的なスタンスを年度当初に全体で共有
・模擬授業観察シートによる前年からの研究内容の
理解促進

・各世代の教員の学びたい要望にできるだけ応える
・研修のまとめや振返りを若手教員が行うようにする

“タイ”をつなぐ取組

・若手教員には、①できているところを見落とさずにきちんと褒める
②難しいことはわかりやすく、嚙み砕いて伝える
③若手教員との相談する時間の設定

心がけていること

・全職員に対して、丁寧に接し、
日常からコミュニケーションをとる



【ロイロノートで研修内容の振り返り等の共有】

【今年度研究の基本的なスタンスの確認】

【模擬授業観察シートによる研究内容の理解促進】

【学校の教育目標を具現化するための研究テーマの設定】

学校の教育目標


